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国立国会図書館が公表した『インターネット提供に対する出版社の申出への対応について』
[1]を初めて目にした時、私は、どうにもこうにも納得がいかなかった。

『南伝大蔵経』(1935年～ 1941年、大蔵出版、全 70巻)については、当分の間、
インターネット提供は行わず、館内限定の提供を行う。

という結論は、さておくとしても、この文書には『南伝大蔵経』の著作権について何も書か
れていなかったからだ。

『大正新脩大蔵経』の著作権保護期間が満了していることについては、同社も争っ
ていない。

というアヤシゲな文章†はあっても、『南伝大蔵経』の著作権が現在どうなっているのかは、こ
の文書では全く触れられていない。何とも気持ちが悪いので、少し調べてみることにした。
ためしに『南伝大蔵経』の第四巻 [2]を最初から順に読んでいくと、目次のページに翻訳者
の名前が書いてある (図 1)。宮本正尊 (1893-1983)と渡辺照宏 (1907-1977)が、この巻の翻訳
者とのことだ。本文には、著者や翻訳者は記されていないようだ (図 2)。一方、奥付には、大
量の人名が記されている (図 3)。奥付でいちばん大きく書かれているのは、監修者の高楠順次
郎 (1866-1945)だが、日本の一般的な図書目録規則であれば、この図書は

高楠博士功績記念会纂訳『南伝大蔵経』第四巻

というような形で「高楠博士功績記念会」を authorとして取ることになるだろう。ただ、そ
れはあくまで目録規則がそういうものだ、というだけのことであって、著作権はまた別の話
だと思う。
さらに、この『南伝大蔵経』第四巻の凡例 (図 4)を読む限りでは、この本には元ネタ [3]が

あるらしい。元ネタの方はパーリ語で書かれていて (図 5)、この本は日本語で書かれている
(図 2)わけだから、まあ、パーリ語から日本語に翻訳したものだと考えるのが妥当だろう。元
ネタの編集者は Hermann Oldenberg (1854-1920)だが、パーリ語の文章そのものの著者等は
記されていない。
では、この『南伝大蔵経』第四巻の著作権は、どうなっているのだろう。少なくとも、元
ネタのパーリ語の文章の著作権は、たぶん切れている。監修者の高楠順次郎の著作権も切れ
ている。一方、翻訳者の宮本正尊と渡辺照宏の著作権は、もしそれが著作権として認められ
るものならば、2014年の現時点では切れていない。
そのような状態であるにもかかわらず、最初に述べた国立国会図書館の文書 [1]の中には、
宮本正尊や渡辺照宏など、全く登場しない。『南伝大蔵経』の他の巻の翻訳者 (附録参照)も、
全く登場しない。登場するのは、著作権の切れた高楠順次郎だけであり、かなりミスリーディ
ングというか、アンフェアな文書だということだ。
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†本当に争っていないのなら、この文書自体を国立国会図書館からではなく、第三者機関から出してもらうの

がスジだと思うのだが、現実にはそうなっていない。



翻訳物としての『大正新脩大蔵経』
では、この国立国会図書館の文書 [1]における『大正新脩大蔵経』の扱いは、はたしてどう
なのであろう。高楠順次郎を登場させるだけで、本当に著作権に関しては十分なのだろうか。

『大正新脩大蔵経』(1923年～ 1934年、大正一切経刊行会、全 88巻)については、
インターネット提供を再開する。

という結論なのだが、そこに至る議論において、ミスリーディングやアンフェアな部分が隠
されていたりしないのだろうか。
ためしに『大正新脩大蔵経』の第四巻 [4]を最初から読んでいくと、目次のページに、各経
典の著者等が書いてある (図 6)。この巻の最初の経典である「仏所行讃五巻」は、著者が馬
鳴 (Aśvaghos.a, 80?-150?)で、翻訳者が曇無讖 (Dharmaks.ema, 385-433)のようだ。本文も同
様である (図 7)。一方、奥付には、大量の人名が記されている (図 8)。奥付の最初に大きく書
かれているのは、高楠順次郎 (1866-1945)と渡辺海旭 (1872-1933)であり、日本の一般的な図
書目録規則であれば、この図書は

高楠順次郎、渡辺海旭『大正新修大蔵経』第四巻

というような形で、高楠順次郎と渡辺海旭を authorとして取ることになるだろう。ただ、そ
れはあくまで目録規則がそういうものだ、というだけのことであって、著作権はまた別の話
だと思う。
この『大正新脩大蔵経』第四巻に収録されている各経典の元ネタは、かならずしも明らか

になっていない。出版当時に流布していた他の『大蔵経』と比較した場合でも、やはりとこ
ろどころ文字が異なっていて、特定の元ネタはないのではないかとすら思える。たとえばこ
の当時、上海で出版されていた『大蔵経』には、返り点や句点はついていないし、注すらほ
とんどない (図 9)。あるいは、日本国内で出版されていた『大蔵経』では、注はあるが返り点
がなかったり (図 10)、返り点はあるが注がなかったり (図 11)していた。なお、『大正新脩大
蔵経』第四巻で返り点や句点や注を付けたのは、奥付 (図 8)によれば、干潟竜祥 (1892-1991)、
寺崎修一 (1896-1936)、小野玄妙 (1883-1939)である。
では、この『大正新脩大蔵経』第四巻に収録されている「仏所行讃五巻」の著作権は、どう
なっているのだろう。原文 (たぶんサンスクリット)を造った馬鳴の著作権は、とっくの昔に
切れている。それを漢文に翻訳した曇無讖の著作権も、もちろん切れている。そこに返り点
や句点や注をつけた人物については、もしそれが著作権として認められうるとしても、2014

年の現時点では、干潟竜祥だけが存続していて、寺崎修一と小野玄妙は切れている。高楠順
次郎と渡辺海旭は、この「仏所行讃五巻」にどう関わったのかがわからないのだが、仮にそ
の著作権があったとしても現時点では切れている。
すなわち、干潟竜祥の著作権がもしあるのなら、それだけが存続していて、他は切れてい
るということだ。そのような状態なので、国立国会図書館としても、とりあえず著作権が存
続していそうな干潟竜祥を中心に考えればいいはずなのに、くだんの文書 [1]では、高楠順次
郎の著作権のことばかりが書かれている。著作権譲渡登録の問題‡があるのかもしれないが、
それにしても、どうも、どこかがおかしい。

‡高楠順次郎は 1930年 12月に、『大正新脩大蔵経』68冊の著作権を、大正一切経刊行会 (代表: 小野玄妙)に
譲渡登録したらしい [8]。



著作権法と「インターネット提供」
本稿で私は、『南伝大蔵経』と『大正新脩大蔵経』のインターネット提供を、著作権法第五
十一条第二項の問題として、見てきた。

著作権は、この節に別段の定めがある場合を除き、著作者の死後（共同著作物に
あつては、最終に死亡した著作者の死後。次条第一項において同じ。）五十年を経
過するまでの間、存続する。

しかし、あるいはこの問題を、むしろ、著作権法第三十一条第三項 (の前半)の延長線上で扱
う、という立場もアリなのではないか、と私には思えてきてしまったりしている。

国立国会図書館は、絶版等資料に係る著作物について、図書館等において公衆に
提示することを目的とする場合には、前項の規定により記録媒体に記録された当
該著作物の複製物を用いて自動公衆送信を行うことができる。

もちろん第三十一条第三項は、図書館向けデジタル化資料送信サービス (2014年 1月 21日開
始 [9])に関するものだが、それでも、どうも気になる。この項の「図書館等において」の部分
をざっくり消除してしまって、絶版等資料ならインターネットで提供できるようにする、と
いう立場があってもいいんじゃないかと。
第五十一条第二項は、大量の人名が目次や奥付に記されているようなケースでは、ものす

ごく手間が増えてしまう。本稿のケースが、まさにそれだ§。一方、第三十一条第三項は、絶
版等で入手困難かどうかさえ調べればいいし、あるいは出版社に申し立ててもらえばいい。悪
用を考慮に入れなければ、遥かに楽ちんである。第三十一条第三項をインターネット提供に
も適用できうるなら、それは、絶版等資料の「フェアユース」という道に、もしかしたら繋
がっているのではないかと、私自身は夢想してしまう。ただ、その夢想を実現するためには、
もちろん、著作権法改正という棘の道が待っているのだが。
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図 1: 『南伝大蔵経』第四巻 [2]目次 1ページ



図 2: 『南伝大蔵経』第四巻 [2]本文 1ページ



図 3: 『南伝大蔵経』第四巻 [2]奥付



図 4: 『南伝大蔵経』第四巻 [2]凡例 1ページ



図 5: 図 2の元ネタ [3]本文 1ページ



図 6: 『大正新脩大蔵経』第四巻 [4]目次 1ページ



図 7: 『大正新脩大蔵経』第四巻 [4]本文 1ページ



図 8: 『大正新脩大蔵経』第四巻 [4]奥付



図 9: 図 7の異本の一つ [5]四十四乙



図 10: 図 7の異本の一つ [6]四十四乙



図 11: 図 7の異本の一つ [7]六百二十四乙



附録：『南伝大蔵経』各巻の翻訳者
『南伝大蔵経』の翻訳者を、各巻ごとに以下に示す。没年が判明している場合は、角カッコ
もしくは丸カッコで付記した。他に情報をご存じの方は、ぜひ私 (安岡孝一)まで御教示いた
だきたい。

第一巻 上田天瑞 (1974)
第二巻 上田天瑞 (1974)
第三巻 渡辺照宏 (1977)
第四巻 宮本正尊 (1983) 渡辺照宏 (1977)
第五巻 上田天瑞 (1974)
第六巻 宇井伯寿 [1963] 羽渓了諦 (1974) 長井真琴 (1970) 久野芳隆 [1944] 赤沼智善 [1937]

木村泰賢 [1930] 金倉円照 (1987) 荻原雲来 [1937] 坂本幸男 (1973) 花山信勝 (1995)
山田竜城 (1979) 平等通昭 (1993)

第七巻 寺崎修一 [1936] 平等通昭 (1993) 干潟竜祥 (1991) 山本快竜 [1948] 阿部文雄 (1977)
小野島行忍 [1948] 石川海浄 (1969) 水野弘元 (2006)

第八巻 中野義照 (1977) 青原慶哉 [1945] 久野芳隆 [1944] 西義雄 (1993) 成田昌信
逸見梅栄 (1977) 神林隆浄 [1963] 立花俊道 [1955] 渡辺楳雄 (1978)

第九巻 干潟竜祥 (1991)
第十巻 干潟竜祥 (1991)
第十一巻上 青原慶哉 [1945]
第十一巻下 渡辺楳雄 (1978)
第十二巻 赤沼智善 [1937]
第十三巻 林五邦 [1938]
第十四巻 渡辺照宏 (1977)
第十五巻 立花俊道 [1955]
第十六巻上 立花俊道 [1955] 渡辺照宏 (1977)
第十六巻下 渡辺照宏 (1977)
第十七巻 荻原雲来 [1937]
第十八巻 荻原雲来 [1937]
第十九巻 荻原雲来 [1937]
第二十巻 荻原雲来 [1937] 土田勝弥 [1959]
第二十一巻 渡辺照宏 (1977)
第二十二巻上 渡辺照宏 (1977)
第二十二巻下 渡辺照宏 (1977)
第二十三巻 宮田菱道 (1990) 福島直四郎 (1979) 増永霊鳳 (1981) 石黒弥致
第二十四巻 水野弘元 (2006)
第二十五巻 宮田菱道 (1990) 増永霊鳳 (1981)
第二十六巻 高田修 (2006)
第二十七巻 山崎良順 (1996)
第二十八巻 立花俊道 [1955] 長井真琴 (1970) 山田竜城 (1979) 石川海浄 (1969) 山本快竜 [1948]
第二十九巻 栗原広廓 (1977) 長井真琴 (1970) 立花俊道 [1955] 寺崎修一 [1936] 渡辺楳雄 (1978)

青原慶哉 [1945]
第三十巻 立花俊道 [1955] 長井真琴 (1970) 金倉円照 (1987) 高田修 (2006)
第三十一巻 立花俊道 [1955] 石川海浄 (1969) 和泉得成 (1988) 高田修 (2006) 藤田真道 (1987)

寺崎修一 [1936]



第三十二巻 立花俊道 [1955] 青原慶哉 [1945] 山本快竜 [1948] 石川海浄 (1969)
第三十三巻 渡辺楳雄 (1978) 栗原広廓 (1977) 石川海浄 (1969) 山田竜城 (1979) 水野弘元 (2006)
第三十四巻 高田修 (2006) 山本智教 (1998) 平等通昭 (1993)
第三十五巻 高田修 (2006) 山本快竜 [1948] 田中於菟弥 (1989) 立花俊道 [1955]
第三十六巻 立花俊道 [1955] 高田修 (2006)
第三十七巻 高田修 (2006)
第三十八巻 高田修 (2006)
第三十九巻 栗山徳翁 高田修 (2006)
第四十巻 渡辺照宏 (1977)
第四十一巻 渡辺照宏 (1977) 立花俊道 [1955] 松濤誠廉 (1979)
第四十二巻 水野弘元 (2006)
第四十三巻 水野弘元 (2006)
第四十四巻 水野弘元 (2006)
第四十五巻 佐藤良智 (1978)
第四十六巻 佐藤密雄 (2000)
第四十七巻 佐藤密雄 (2000) 末永真海 [1940] 平松友嗣
第四十八巻上 渡辺照宏 (1977)
第四十八巻下 渡辺照宏 (1977)
第四十九巻 渡辺照宏 (1977)
第五十巻 山崎良順 (1996)
第五十一巻 山崎良順 (1996)
第五十二巻 山崎良順 (1996)
第五十三巻 山崎良順 (1996)
第五十四巻 山崎良順 (1996)
第五十五巻 山崎良順 (1996)
第五十六巻 山崎良順 (1996)
第五十七巻 佐藤密雄 (2000) 佐藤良智 (1978)
第五十八巻 佐藤良智 (1978)
第五十九巻上 金森西俊
第五十九巻下 金森西俊
第六十巻 平松友嗣 立花俊道 [1955]
第六十一巻 東元多郎 (1993) 立花俊道 [1955]
第六十二巻 水野弘元 (2006)
第六十三巻 水野弘元 (2006)
第六十四巻 水野弘元 (2006)
第六十五巻 長井真琴 (1970) 水野弘元 (2006) 宇井伯寿 [1963]


